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馬
は

或
は

ア

ジ

ア

よ
り

せ

む
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、

果
ア

フ

ウ

カ

よ

う

せ

し

か
・

何

れ

其
一
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る

可
か
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之
れ
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あ
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リ

ア
）

、

南

部
及
び

中
部
ヨ

ー
ロ

ッ

パ ，

の

鮮
新

統
又
は

洪

積

統
に

は

　
現
今
の
二

i
ル

河

馬
ご

種
類

的
差
異

を

見

認
め

能
は

ざ
る

日

窪

拝

種
の

郎
s

号
を

隼
。

圃 ．
・

媒
大

讐
て

は

齧
洪
積
統

　
　
　

（

雑

　
　
鏤
）

○

日

木

人
に

於

け

る

自
兒
の

系
圖
三

例

よ
う

後
期
に

渉
り

鴫
』
謦
嘘

§
§
赴

タ

時゚

詮
『

§

籌

及
び

凄
乱

辱

亀
ミ

§

設

の

三

種
の

河

馬
あ

り
、

之

れ

ら
の

内
よ
り

南

§
§
唖

皐

§
鵠

な
る

現
今
の
ニ

ー

ル

河

馬
に
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す
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も
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現
せ
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云

ふ
。
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青
木
交
】

郎
）

●
日

本
人
に

於
け
る

白
兄
の

系
鬪
二

例

　
表

第
一

、

第
二

は

共
に

鹿
兒
島
縣
州

蓬
郡
川

邊
村
に

居

住
す
る

白
兒
の

系

圖

で

あ
る

が

予
が

之
を

作
る

の

に

用
ゐ
た

材
料
は

村

役
塲
の

戸
籍
簿

ご

此
地
方
の

人
々

が

予
の

問
に

答
へ

て

直
接
談
・
し

セ

事
叉
は

調
べ

て

く
れ

た

筝
ざ

で

め

る
。

戸

籍
簿
は

誤
の

無
い

筈
の

者
で

あ

る

の

に

實
は

事
實
に

相

違
し
て

居
る

事
が

稀

で

は

な

く

現
に

表

中
の

白

兒
の

内
三

人
迄
も

之
に

漏
れ

て

居
だ

位
で

あ
る

か

ら

是
の
み

を

信

・
す
る

事
は

出
來
譫

。

其
他
に

信
す
べ

き

材

料
を

得
る

手
段
ピ

し
て

は

本
人

夊
は

其
親
族

等
に

就
い

て

質
問
す
る

の

が

最
も
良
い

に

違

ひ

な
い

が

彼
等
は

自
毋
叉
は

其・
親
族

等
が

臼
兒
で

あ
る

ご

云
ふ

事

を

恥

辱
こ

し
て

居
る

故

人
に

聞
か

れ

る

事
を

好
ま

す
答
へ

て

も

本

當
の

事
を
言
は

な
い

事
の

あ

る
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は
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身
經
驗

し
把
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已
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概
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あ
る
。
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六
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表

中
の

臼

兒
（

1
）

へ

2
）

は

何
れ

も

川

邊
村
字
李
山
ご

云
ふ

處

に

現
に

佳
ん
e
居
る

波
膚
毛

髪
共
に

臼
く

（

。

こ

は

常
に

張
い

日

光
を

避
け

る

爲
め

に

頭
巾
を

目
深
に

被
つ

て

外
田
す
る

二

人
ざ

も

未

婚
者
で

あ

る

へ

μ
）

の

弟
に

今
一

人
自

兒
（

3
）

の

あ
つ

た

事

は

確
か

ら
し

い

が

是
れ
は

出

生
後

程
な

く

死

ん
ゼ

巴

の

事
で

知
つ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
 

て

居
る

人
は

少
な
か

つ

た

又

此
等
臼
兒
兄

弟
の

母

の

長
兄
（

4
）

　
ψ

に

は

體
の

或
部
分
に

自
い

斑

紋
の

樣
な

者

が

あ
つ

た

ε

云
ふ

事
を

予
の

聞
い

だ

人
々

の

多
數
は

見
陀

事
は

な
い

が

話
し

に

は

聞
い

て

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
…

居
る

ビ

云

ひ

中
に

は

見
陀
に

は

相

違
な

い

け

れ

ざ

も
古
い

事
で

何

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
…

處
に

有
っ

陀

か

は

記

憶
し
て

を
ら
跼

ご

答
へ

泥
人
も

あ
る
。

又
其

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
｛

弟
（

5
）

に

も
腰
部
に

自
い

斑
紋

樣
の

者
の

あ
る

事
は

確
か

ら
・
し

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
…

く
見
だ

ε

云

ふ

人
が

幾
人

も
あ

る
。

術

此
等
ε

稍
遶
縁
の

親
族
の

婦
人

（

b
）

は

鬢
に

子
供
の

時
か

ら
白

髪
の

著
・
し

い

群
が

あ
る

さ

う

で

あ
る

が

此
婦
人
は

今
は

此
村
に

は

居
ら
距

。

第
　
二

　
表

懸

飜

臨

（ee ）y

（9 ）丶
一一

（冒）E 一

　　　　（写）丶 l 　 ll

　　　　（ε）｝ ｛（・ 丿丶

　 　 　 　 　 　 　 　 1
　　　　 儀 ）3 −

（一 ）丶
一

（湊）蛎

的 話…
〔誌）x

−

　　　　 （幻 丶
一

「逸越

（

雜
　
　

錢｝

0
日
本

人
に

於
け

る

白

見
の

系
圖
二

例

　

同
じ

川
邊
村
の

字
田

部
田

ε

云
つ

て

前
例
の

自

兒
等
の

住

む
李

山
ご

は

十
町

位
離
れ

た

斯
に

現
に

今
一

人

白
見
の

婦
人
（

2
）

が

居
る
。

其

姉
（

1
）

も

同
じ

自

兒
で

あ
つ

た
が

こ

れ

は

大

分
前
に

死
ん

だ
ε

云
ふ

事
で

あ
る
。

（

2
）

は

未

婚
者
で

外
出
さ
へ

も
殆
ん

こ

せ

函

故
予
も

見
た

事
は

な
い
。

徇
（

2
）

の

直
ぐ
姉
は

父
の

妹

の

子
に

嫁
〜

て

衷
の

如
く
二

人

の

子
を

産
ん

で

を
る
。

　

表
第
一

ビ

第
二

こ

の
一

族
相
互
の

間
に

は

少
く

も

近
い

親
族
關

係
は

無
い

。

士
　
　
コ
』

い

群
　　
き
卩

　
b
ミ
国

尾
o

穹

氏
夷
妻
（

跨

日
 

旨
詈

窯
畧

旦

昌
聲

く
9

区
団
H

＜層

賭
ρ

語
G。一

一

第
O

し

は

近
頃

多
く
の

臼

兒
の

系

圖
を
紹
介
し

π

後

此
等
よ

b
導
き

得
た

結
論
の

中
に

『

臼
児
を

産
ん

だ

父
母
が

何
れ

も

白

兒
で

な
い

塲
合
で

も
彼

等
は

同
じ

血
統
に

屬
す
る

事
が

隨
分

あ
る
。

そ

れ
で

雨

親
共
白
兒
で

な

い

の

に

其

子
に

臼

兒
の

産
れ
る

の

は

多
分

久
む
く

劣
性
ご

し
て

現
は

れ

す
に

傳
へ

ら
れ
て

來
柁

白

性
が

此
代
に

な
つ

て

兩
々

相

會
す
る

機
會
を
得
て

俄
か

に

再
現

す

る

の

で

あ
ら

う
』

ε

云
ふ

意

昧
の

事
を

逋
べ

て

を
る
。

予
の

調
べ

詑

實
例
に

就
い

て

云
ふ

ご

第
一

此

村
叉
は

其
附

近
に

昔
自

兒
が

有

つ

尢

ピ

云

ふ

樣
な

傳
説

記
録
の

類
は

故
老
に

尋
ね
て

も

見
當
ら

す

叉
此
等

白
兇
の

父
母
が

同
じ

血
統
中
の

者
で

あ

る

ご

云
ふ

確
か

な

證
據
は

ざ

れ
に

も

な

い
o

し
か
・
し

確
か

に

昔
白
見
が

此

邊
に

無
か

っ

陀

ざ

云

ふ

證
據

は

な・
し

叉
此
附
近
は

今
で

も

交
通
の

不

便
な

戸

數
の

少
な

い

僻
地
で

他

村
の

表
等
ご

縁
組
す
る

等
の

事
は

昔
か

ら

少
な
い

圭

に

同
じ
村
に

居
乍
ら
士

族
ご

卆
民
ピ

が

結

婚
す

る

塲
合

六

五
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覧

‘424）治 明四十四年七五
・十 月

（

雑・
　

鑠
）

　
O
ヤ

ウ

ラ

タ

ダ

ヲ

ゲ
蒋
管
永
母
の

幼
蠡

は
容

易
に

無
い

土
地
で

從
つ

て
一

っ

の

字
の

殆
全
體
が

親
族
の

樣

な

有
樣
ε

云
つ

て

よ
い

位
で
あ

る

故
彼

等
が

假

命
近

縁
の

者
で

は

無
く
て

も

多
少
血
統
の

上
の

關
慌
が

あ

る

だ
ら

う
ε

想
像
す
る

事

は

格

別「
不

當
ご

は

思
へ

鍛
。

筒
附
け

足

し
て

置
く
べ

き
は

第
一

表

の

（

1
）

の

塲
合
の

外
は

二

つ

の

塲
合
ご

も
一

劉
の

夫
婦
か

ら
生

れ

た

七
八

の

子
の

中
の

二

人
が

臼

兒
で

グ

ゴ

ン

ボ

！

ト

氏

等
も
言

っ

て

を
る

樣
に

刃
−

勇
溷
の

法
則
で

期
待
す
る

割
倉
に

近

似
・

し

て

を
る

事
で

あ
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

疆
田

卓
V

●
ヤ

ウ

ラ

ク

ク

ラ

ゲ

科

管
水
母
の

幼
蟲
　
管
水
母

類

の

幼
蟲
を

見
た
る

人
は

尠
か

る

可
む
o

之
れ
表
蒲

探
集
網
等
に

よ

う
て

捕
へ

ら

る

3
こ

ご

甚
だ
稀
な
る

が

故
な

b
。

左
に

報

告
す
る

も
の

は
、

去
る

明
治
四

十
一

年
一

月

余
が

三

崎

實
驗

所
滯
在
中
海

面
鏡
の

如
く
に

李
靜
な
り

し

或
日

の

午
後
二

時
頃

、

寄
宿
舍
沖

合

の

處
に

て

表

面
探
集
に

よ

り
て

得
た
る

管
水
母

の

幼
蟲
な

る

が
、

先
人

の

研

究
を
照

合
す
る

に

其
ヤ

ゥ

ラ

ク

ク

ラ

ゲ

科

へ

》
σQp

巨
学

動

器
）

の

幼
蟲
な
る

こ

ε

疑
な
く
多
分

余
が

本

誌

第
二

百

六
十
七
號

に

記
逋
し

だ

る
ヤ

ウ

ラ

ク

ク

ラ

ゲ

の

幼

蟲
な
ら

ん
匸

思
は

る

；

を

以
て
、

竝
に

報
告
ぼ

る

こ

ぜ

ピ

な

し
陀

り
o

　
昔
よ

も

管
水

母
類
の

發
生

を

驗’
し

得

π
る

學
者
甚
だ
多
か

ら

ざ

る

も
、

幸
に
ヘ

ッ

ケ

ル

、

メ

チ
且

呂

コ

ッ

プ

、

ク

ー

ン

等
諸
氏
の

研

究

あ
b
て
，

二

三

種

屬
の

發
生
は

略

其
一

般
を
推
測
し

得
ら
る

3
に

至

れ

り
o

而゚
し

て

此
ヤ

ウ

ラ

ク

ク

ラ

ゲ

科
の

包
括
せ

ら

る

主
団

菖，

・。

O

嘗
O

冨
Φ

目
に

あ
b
て

は
、

ヘ

ッ

ケ

ル

が

今
よ
b
四

十
三

年
前
カ

ナ

リ

ァ

島
に

於
て

、

諸

種
管
水
母
の

卵
を
人
工

的
に

受
精
せ

し

め

六

六

て

其

發
生
を
齢
？
し

π

る
、

實
に

古

今
獨

歩
な
る

研

究
あ
り

て
、

 

ξ
吻

§
ぎ
毳

屬
に
て

は

二

十

入

日
、

Q
ミ
無
ミ
〜

O

蓉

言

に

て

は
二

＋
七
日

、

§
ぎ

慧
き

に

て

は

七
日

間

其
發
逹

順
序
を

追
躡
し

得

陀

る

ね
、

實
に

讃
歎
に

値
す
る

も
の

ざ

ず
。

但
し
其
詳
細
な
る

方

法
に

關
し

て

は

著
者
は

報
告
す

る

處
な

く・
し

て

不
明

な
リ

ビ

雖
も

　
　

箜
圖

・

ヤ

ウ
ラ

多
ラ

ゲ

の

卵
の

發
生

　

　

　

管
水

母
の

　
昌

習

◎

、

麟
54

セ

日

B

4ろ

衂

日

自

九

96

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

も

え
、

後
人
同

樣
な
る

成
功
を
な

し
だ

る

も
の

繦
え
て

な
し
。

余
が

本
標
品
に

就
て

其
ヤ

ウ

ラ

ク

ク

ラ

ゲ

科
の

幼
蟲
な
る

こ

ご

を

確
め

得
陀

る

は
、

一

に

右
の
ヘ

リ

ケ

ル

の

報
告
に

載
せ

ら
れ
た
る

コ

ヤ

ウ

ラ

ク

ク

ラ

ゲ

屬
の

發
生

を
照

合
し

だ
る

結
果

に

遇

ぎ

す
。

　

余
は

説
明
の

便
の

鵄
め

し
、

本
標
品
の

記
逋
に

先

ち
て

、

發
生

發
生
を
調

ぶ

る

が

如

き

事
は

非

常
に

多

數

の

新
鮮
な

る

標
品

を

捕
へ

得
る

様
な
る

地

に

在
り

て

も

顫
る

至

難
の

事
に

屬
す
る

も

の

ビ

見
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